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・キャンサーボードを行いました 

・がん検診についての市民公開講座 

What’s New -新着トピックス- 

キャンサーボード 開催 

 令和５年２月２４日、外科医師による「初めてのがん」というタイトルでキャンサーボ 

ードを行いました。がん診療における基礎の部分として、がんになったらどうしたらいい 

のか、まず何を考えるのかなど、コメディカルスタッフにも分かり易く患者さん目線から 

のがん診療へのアプローチの仕方を説明していただきました。 

 がん診療に携わる医療従事者として、どの部署どの職種であろうとがんについての解剖 

学的な部分や治療方法の種類を広く把握しておくことがより質の高いがん診療への第一歩 

だと考えられます。今回のキャンサーボードはまさにその治療の基盤となる知識の地固め 

といえるものになったのではないかと思います。今後もキャンサーボードを定期的に開催 

し、がん診療の充実と推進に努めてまいります。 
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がん検診についての市民公開講座 

 高梁市における大腸がん検診の受診率を聞くと、皆さんどれくらいを想像されるで 

しょうか。３０％か４０％、あるいはもっと低いのでしょうか。今回５月１９日に高 

梁市文化会館で開催された市民公開講座「受けよう大腸がん検診！～ワンコインで見 

つかるがんがあります～」は、このような質問から始まりました。講師は当院の戸田 

桂介院長が務め、大腸がんの検診について早期発見の重要性を踏まえて詳しく紹介し 

ました。 

 大腸がんは、肛門から肝臓に至る大腸に生じるがんのことで、年々その発症率が増 

加しています。しかし、この病気は早期発見・早期治療が可能であり、命を守るため 

には定期的な検診が必要不可欠です。検診の方法としては便潜血検査と内視鏡検査が 

あり、内視鏡検査では少し身体に負担がかかる場合もありますが、がん以外の早期発 

見にも繋がるため積極的な受診が求められます。当院では主題であるがんの検診にも 

力を入れており、患者さんの命を守るため万全を期しています。今回の講演を通じて、 

市民の皆さんに定期的な検診の受診の重要性を広く知っていただければ幸いです。 

患者さん窓口  


